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イオン交換により放出

される亜硝酸イオン

粉末防錆材の表面に付着している亜硝酸イオン

＋に帯電した骨格

＋に帯電した骨格

Cl¯

イオン交換

脱離

脱離

塩害地（海浜地域、飛来塩分が多い地

域）、酸性雨被災地域で鋼構造物の塗替

えライフサイクルを大幅に延伸できる工法で

す。従来の防錆工法では３～５年で塗替え

が必要な状態となるところ、本工法では10

年以上のライフが期待できます。

左の写真は塩害環境下で腐蝕した鋼材断面の

元素濃度を表したものです。プラスに帯電したア

ノード部分にマイナスイオンである塩化物イオン

が捕捉されています。錆深層部にある塩化物イ

オンはブラストでホワイトメタルにする以外除去で

きませんでした。

「粉末防錆材」は物理的な処理ではなく、イオン

交換により有害な陰イオンを吸着無害化します。

粉末防錆材は層状のカルシウム・アルミニュウム複合水酸化物で、層間や周囲に大量の亜硝酸
イオン（NO₂¯）を担持しています。腐食に有害な陰イオンとのイオン交換や、水と出会うことにより
NO₂¯は放出され、鋼材表面に不動態皮膜を形成し、極めて良好な防錆環境を作り出します。

促進耐候性試験（メタルハライドランプ式）
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試験装置：岩崎電気（株）製アイスーパーUVテスター

試験条件：波長295～450nm

　　　　　紫外線照射度100mW/cm²

　　　　　ブラックパネル温度63℃, 50％RH

　　　　　4時間照射→4時間結露サイクル 他社水性アクリルシリコン塗料

溶剤系フッ素樹脂塗料

UFトップコート

他社無機塗料

600hrでクラック

従来の無機塗膜
自由度　小

従来のハイブリッド型
自由度　中

UFトップコート 
自由度　大

：アクリル成分
：無機–有機複合成分

：弾性成分：無機成分

本工法は、下塗りから上塗りまで全てに重

金属を含まない無溶剤水系塗料を使用す

る「環境にやさしい」防錆工法です。

◆UFトップコート
UFトップコートはシロキサン系無機塗料を

無機・有機ハイブリッド化技術で改良した次

世代の水性塗料です。

■無機塗膜としての特長
■超高耐候性
溶剤系フッ素樹脂塗料を上回る耐候性を

持っていますので、塗替え時期の延伸に寄

与します。

■低汚染性
無機塗膜の特長である「硬さ」、「緻密性」

により優れた耐汚染性を発揮し塗替え時

期の延伸に寄与します。

■不燃性
主成分が無機のため、不燃です。

■無機・有機ハイブリッド化による特長
■耐屈曲性（フレキシブル性）
無機成分とアクリル成分をハイブリッド化したうえで、特殊な弾性成分を変性することにより、従来の無機塗料では得られなかったフレキシブル性

と高光沢を得ることができました。
錆を助長する塩化物
イオンや硫酸イオン
を吸着無害化

（1）ケレン後も深層部に
　  残る陰イオン
（2）塗替え後鋼材表面
　  に飛来した陰イオン

亜硝酸イオンは鋼
材表面に不動態皮
膜を形成

◆粉末防錆材の働き

本工法では防錆材として「アンダーフィック

ス」（UF）を使用します。アンダーフィックス

は従来防錆顔料として使用されていた重

金属を含まず、画期的な粉末防錆材を使

用しています。

◆アンダーフィックス

01 02

超高耐候性水系無機塗料
ＵＦセラトップ工法　特長その２

画期的な長期塗替ライフ
ＵＦセラトップ工法　特長その1

超高耐候性水系無機塗料画期的な長期塗替ライフ
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